
自閉スペクトラム症児の入眠後の体動と感覚特性との関係を解明 

 
 福井大学子どものこころ発達研究センターの友田明美教授らの研究グループと福井大学
医学部小児科の大嶋勇成教授らの研究グループは、3-6 歳の自閉スペクトラム症（ASD）児
20 名と定型発達（TD）児 20 名を対象に、腕時計型の体動計を用いて評価しました。 
 その結果、TD 児と比べて ASD 児では入眠後の体動が有意に多く、さらに ASD 児の入
眠後の体動が前庭覚・口腔感覚の低閾値（感覚過敏、感覚回避）と相関していることを解明
しました。ASD 児では TD 児と比べて、睡眠障害の頻度が高いことが知られており、また
幼児期の睡眠障害が、成長後の認知機能、実行機能に影響する可能性も示唆されています。   
 今後さらに研究を進め、感覚特性への効果的な介入により、ASD 児の睡眠障害、さらに
は認知機能や実行機能の改善につながるかを検証する予定です。本研究は ASD 児における
睡眠障害に対する新たな観点からのアプローチとして重要な知見と考えられます。 
 成果は 2020 年 7 月 30 日に「Brain and Development」に掲載されました。 
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